
 
  

 財界・米国いいなりのゆがんだ政治をただし、 

希望ある政治つくる確かな力
裏金・金権・腐敗政治の一掃 

 私は、11年間、小学校の教員を
してきました。党をつくって103年
余、反戦平和を貫いてきた日本共
産党の一員として、「教え子を再
び戦場に送らない」─私の原点で
す。それだけに、いま高市政権が、
国連憲章・国際法を踏みにじる米
国トランプ政権いいなりに大軍拡、
「戦争国家」づくりを進めること
は許せません。高すぎる学費、上
がらない賃金、異常気象を実感す
る気候危機、平和の危機、ジェン
ダー不平等など、どの問題でも願
いは切実です。みなさんの願い実
現にがんばります 。 

 高市内閣は支持率こそ高いものの、一皮むけば、物価高、大軍拡など内政も外交も行き詰まりを深め、その
上「政治とカネ」・統一協会との癒着・・。こんな自民党政治を変える確かな力が日本共産党です。共同の力
で、希望のもてる新しい日本をご一緒につくりましょう。 
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町立小田小学校、浅口市立鴨方東小学校教諭。同
居家族：両親(父は共産党元倉敷市議)、弟 
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◇物価高、くらしの悲鳴にこたえて 

 こう解決します 

◇アメリカいいなりの大軍拡やめ、 

 憲法9条を生かした平和の外交を 

外交ビジョン 

◇人権を守り、ジェンダー平等の日本へ 

    

財源は…大儲けしている大企業と富裕層にふさ
わしい負担を求める。軍事費の大増額ストップ

共同の
力で

□賃上げとセットで労働時間の短縮を 
● 大企業の内部留保の増加分に課税し、中小企業への

　 直接支援で最低賃金1500円以上に 

● 「１日７時間、週３５時間」法を提案 

● サービス残業など違法な長時間労働の根絶 

□消費税廃止すぐに５％減税、インボイス廃止

□社会保障の充実、学費ゼロめざす
● 物価高騰にふさわしい年金の引き上げ 

● 高齢者医療費の負担軽減 

● 介護報酬の引き上げ介護職員の労働条件改善

● 学費ゼロめざし、すぐに半額。入学金ゼロ。給付 

　 中心の奨学金創設。奨学金返済の半額免除 

□食料自給率の向上、農林水産業の振興 

□原発ゼロ、気候危機の打開を  

● 米国トランプ政権は、ベネズエラ侵略

をはじめ、国連憲章・国際法を踏みにじ

る暴走を続けています。このアメリカい

いなりの大軍拡をストップさせます。  

● 敵基地攻撃能力の保有、日米の指揮・

統制の一体化など、日米軍事同盟絶対の「戦争

国家」づくりは許しません。安保法制の廃止  

● 東アジアに平和をつくる「外交ビジョン」を提案 

●選択的夫婦別姓の実現 ●性暴力の根絶、男女の

賃金格差をなくす ●人権を否定し、外国人を敵視

する極右・排外主義勢力による差別やヘイトに反対  


